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C57BL/6-Tg (CAG-EGFP) マウスから分離された梓島を、 dorsal skinfold chamber が装着さ
一 26-
れたレシピエントマウスへ移植した。レシピエントは、コントロール群 (n=9) とタクロリムス
投与群 (n=7) の 2 群に分けて比較検証を行った。移植勝島に対する新生血管の変化を二光子顕
微鏡で観察し、取得した画像は画像解析ソフト VolocIty で 3D 構築し、新生血管体積を測定した。
移植勝島の遺伝子発現については、 BlOMark 48.48 dynamlC gene expreSSlOn system を使用し
て解析を行った。
移植した目撃島に対する血管新生は移植後 14 日以内に完了した。タクロリムス投与群の移植勝
























C57BLl6・Tg (CAG.EGFP) マウスから分離された醇島を、 dorsal skinfold chamber が装着されたレシピエ
ントマウスへ移植した。レシピエントは、コントロール群 (n=9) とタクロリムス投与群 (n=7) の 2 群に分
けて比較検証を行った。移植騨島に対する新生血管の変化を二光子顕微鏡で観察し、取得した画像は画像解析
ソフト Volocity で 3D 構築し、新生血管体積を測定した。移植醇島の遺伝子発現については、 BioMark 48.48 
dynamic gene expression system を使用して解析を行った。
移植した醇島に対する血管新生は移植後 14 日以内に完了した。タクロリムス投与群の移植騨島に対する新
生血管体積は、コントロール群に比べて有意に低値を示した (P<O.05) 。移植醇島の遺伝子発現に関しては、
タクロリムス投与により血管誘導因子である民同の上昇が確認されたが、細胞周期への影響は確認されな
かった。
本研究により、タクロリムスは移植醇島からの血管誘導因子の放出制御を介さずに血管新生を抑制すること
が明らかとなった。移植勝島の血管新生への影響を考慮した免疫抑制療法の至適化が、同種拝島移植の成績を
改善することが示唆された。よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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